様式第８号（第２条関係）                                                                           1
整  備  ・  改  善  計  画  表
（公園又はこれに類する施設関係）
	 区分
	 整備箇所
	 細                目
	 指  導  基  準
	 ※

	１
	出　　入　　り　　口
	 すりつけ勾配（　　／　　）（      ％）
	 1／12（８％）以下
	

	
	
	 出入り口の有効幅員（　　　　）cm
	 120cm以上
	

	
	
	 路面仕上げ（                           　　 ）
	 滑りにくいもの
	

	
	
	 車止柵の間隔（　　　）cm
	 90cm程度
	

	
	
	 柵の前後の平坦部分（　　　　）cm
	 150cm以上
	

	
	
	 自転車・オートバイ等の乗り入れを禁止する場合の
 標示の（  有  ・  無  ）
	 設置する
	

	
	
	 出入り口に、やむを得ず段差を設ける場合の段差
 　　　　　　　　　　　　　　　　　（    ）cm
	 2cm以下
	

	２
	園　　　　路
	 縦断勾配（        ）％  （    ／    ）
	 ４％（1／25）以内
	

	
	
	 勾配が続く場合の対策（      　　            ）
	 勾配が50m以上続く場合は
 途中に150cm以上の水平
 部分を設ける
	

	
	
	 園路及び切り下げ部分の有効幅員（　　　　）cm
	 120cm以上
	

	
	
	 舗装の仕上げ（            　           　   ）
	 滑りにくくて平坦な仕上げと
 し、砂砂利は用いない
	

	
	
	 すりつけできない場合の段差（         　     ）
	 2cm以下
	

	３
	ス　　ロ　　―　　プ
	 スロープの勾配（      ％）（    ／    ）
	 ５％（1／20）
  やむを得ない場合８％
 （1／12）以下
	

	
	
	 水平部分の設置（ 　　　　　                 ）
	 高低差75cmごとに水平部
 分を設ける
	

	
	
	 立ち上がりの（  有 ・ 無  ）　高さ（　　）cm
	 両側に5㎝以上の立ち上がり
 又は側壁を設ける
	

	
	
	 手すりの（  有  ・  無  ）
	 両側に連続して設ける
	

	
	
	 手すりの両端の形状（ 　　              　   ）
	 終始点より45㎝以上の水平
 部分を設ける
	

	４
	階　　　段
	 階段の有効幅員（        ）cm
	 120cm以上
	

	
	
	 蹴上げ（　　　）cm、踏面（   　 ）cm、
 蹴込み（  　　）cm
	 蹴上げ15cm以下、踏面
 30～32ｃｍ若しくは60～64
 cm、蹴込み2cm以下
	

	
	
	 蹴込み板の（  有  ・  無  ）
	 設置する
	

	
	
	 段鼻の形状（                                ）
	 段鼻は突き出さない
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	 区分
	 整備箇所
	 細                  目
	 指  導  基  準
	 ※

	４
	階　　　　段
	 階段の終始点等への踊り場の設置の（  有 ・ 無  ）
	 階段の終始点及び高さ150cm以内ごとに120cm以上の踊り場を設置する
	

	
	
	 階段の両側への手すりの（  有  ・  無  ）
	 幅が300cm以上の階段に
 おいては中央にも手すりを設
 ける
	

	
	
	 表面仕上げ材（                               ）
	 滑りにくいもの
	

	
	
	 階段の昇降口への点字ブロックの（  有 ・ 無  ）
	 設置する
	

	
	
	 階段付近の照明（　　　）ルクス
	 20ルクス以上
	

	５
	ト　　イ　　レ　　（多　目　的　用）
	 出入り口の有効幅員（      ）cm
	 85cm以上
	

	
	
	 便座（腰掛式）の高さ（      ）cm
	 45cm程度
	

	
	
	 両側への手すりの（有・無）及び高さ（     ）cm
	 65～70cm
	

	
	
	 手すりの外径（　　）cm
	 3.6cm程度
	

	
	
	 ペーパーホルダー、手洗い器。非常呼び出しボタン及び
 フラッシュバルブの設置位置（                    ）
	 車いす、便座に座って使用で
 きる位置
	

	
	
	 ベビーチェア・ベビーシートの設置（  有 ・ 無  ）
	 設置する
	

	
	
	 施錠装置の形状（      　                    ）
	 大型で操作しやすく、緊急の
 際外から解錠できるもの
	

	
	
	 床仕上げ材（                                ）
	 滑りにくいもの
	

	
	
	 使用中の標示（　　　　　　　　　　　　　　  ）
	 照明スイッチや開閉装置と連
 動させ、目につきやすい位置
 に設ける
	

	
	
	 案内標示（  有  ・  無  ）
	 多目的に利用できる旨の標示
 をする
	

	
	
	 便房の広さ（       cm×       cm）
	 （200×200）
 （160×160）でも可
	

	
	ト　イ　レ　（一般用）
	 腰掛式の大便器の（  有  ・  無  ）
	 腰掛式を基本とする
	

	
	
	 床置式の小便器の（  有  ・  無  ）
	 最低一箇所は設置する
	

	
	
	 手すりの（  有  ・  無  ）
	 大便器・小便器にも最低一箇
 所は手すりを設置する
	

	
	
	 床仕上げ材（                          　　   ）
	 滑りにくいもの
	

	
	
	 男女の標示・トイレの位置の標示（               ）
	 分かりやすく標示する
 また点字による標示をする
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	 区分
	 整備箇所
	 細                  目
	 指  導  基  準
	 ※

	６
	水　　飲　　み　　器
	 飲み口の形状（                        　     ）
	 上向きとする
	

	
	
	 飲み口の高さ（　　　）cm
	 70～80cm程度
	

	
	
	 飲み口の下部のスペースの（  有  ・  無  ）
	 高さ65cm程度のスペース
 を確保する
 （車いす使用者が利用可能）
	

	
	
	 水平部分の確保  長さ（　　　　）cm
                  幅 （     　 ）cm
	 長さ150cm以上
 幅90cm以上
	

	
	
	 給水栓の形状（                     　　      ）
	 レバー式など使用しやすい
 もの又は自動止水型が望まし
 い
	


